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精神神経免疫学の分野ではストレスが免疫機能に与える影響の研究がほとんどで、快の情動(笑L 、)が NK 活性












た、 NK 活性は日内変動があるため、両条件共、採血の時間は視聴前の午前 7 時と、視聴後の午前 9 時に行った。
NK 細胞活性、 NK 細胞マーカー (CD16、 CD56、 CD57)、赤血球数、白血球数、白血球分画、血小板数を側BML





目として、視聴したビデオの自覚的なおかしさの評価を Visual Analogue scale 法(以下 VAS 法)を用いて測定し
た。また、ビデオ視聴前後の気分を Profiles of Mood State (POMS) を用いて評価した。
』斗
A
コミックビデオ視聴前後で NK 活性の有意な上昇が認められた (P<0.05)。コントロール刺激前後では NK 活性に
変化はなかった。また、コミック視聴中の笑いの量はコントロールビデオ視聴中の笑いの量より有意に多かった (P
<0.001)0 NK 細胞数は、コミックでは変化せず、コントロール条件で有意に低下した (P<O.Ol) が、単位細胞数あ
たりの NK 活性は両条件で有意差は見られなかった。
両条件におけるビデオ視聴前後の気分を POMS で比較した。コミック視聴前後で緊張-不安 (P<O.Ol)、抑うつ
(P<O.OOl)、怒り-敵意 (P<0.05)、混乱 (P<O.Ol)の項目が有意に低下し、コントロールビデオ視聴前後では有意
に怒り一敵意の低下 (Pく0.ü5)、活気の低下 (P<O.Ol)、疲労 (P<0.05) の上昇が見られた。
VAS 法によるコミックビデオのおかしさの評価点と NK 活性はコミック視聴前、後ともに相関傾向が見られたが、
コミック視聴中の笑いの量と NK 活性には相関は見られなかった。ビデオ視聴前後での NK 活性上昇度はコミック
視聴前の抑うつ (P<O.Ol)、怒り一敵意 (P<O.Ol)、コミック視聴後の緊張-不安 (P<O.Ol)、抑うつ (P<O.Ol)、怒
り-敵意 (P<0.05)、疲労 (P<0.05) との間に有意な相関を示した。コミック視聴前と視聴後で、抑うつ、怒り-敵
意の高値群と低値群で笑いによる NK 活性上昇度を比較すると、ビデオ視聴前後ともに抑うつ、怒り-敵意の高値
群は有意に NK 活性上昇度が低かった(視聴前; P<0.005、視聴後: P<0.05) 。
【総括】
クロスオーバーデザインを用いた本研究により笑いによる NK 活性上昇が実証された。 NK 細胞数は笑い条件でコ
ントロールに比べ相対的に高値であったが、両条件とも単位細胞数あたりの NK 活性は変化が無く、笑いによる NK







笑いによって NK 活性が上昇することを明らかにした。また、笑いの自覚的な情動体験を Visual analog scale や
Profiles of Mood Scale を用いて、笑いの表出量を大頬骨筋筋電図を用いて評価し、 NK 活性の上昇には表出量より
は自覚的な情動体験が影響していることも明らかにした。
本研究は、情動と免疫機能の関連を示したという精神神経免疫学的意義があり、さらに臨床的にも NK 活性の低
下が指摘されている、慢性疲労症候群等への応、用も期待できるものがあり生命科学への貢献度が極めて高い研究であ
ると言えるo したがって、学位授与に十分値すると思われる。
-412-
